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基礎リスト作図例 
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壁リスト作図例  

床版リスト作図例 
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           基礎リストの作図 
 
 

 
  布基礎・独立基礎・杭基礎を作図します。 
 

 
 

    
  Ａ 作図する基礎タイプを選択します。 
           Ｂ  最初の作図開始時のみ、GL・タイトル枠を作図するためリスト枠作図ボタンを 

クリックします。すると下のリスト枠作図ダイアログが表示されます。 
          Ｃ リスト内容を、躯体寸法・鉄筋量・杭配置ごとにシートを選択して入力します。 

必要があれば、レイヤー・カラー等の属性を変更します。 
           Ｄ リスト内容作図ボタンにて、基礎リストを作図します。 
 

 
                   Ｅ リスト間隔、基準線間隔、作図するリスト個数を設定します。 

Ｆ リスト枠の作図ボタンをクリックし作図を行います。 
            出力されるＧ位置の補助円が、以後のリスト入力の入力基準点となります 
 

概 要 

ﾘｽﾄ枠作図ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 

Ｇ 
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                    ダイヤログへの入力と作図の関係は、下記のとおりです。 
 
  （布基礎の場合）                  

 
      （独立基礎・杭基礎の場合） 

 
    
     

躯体形状 
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          ダイヤログへの入力と作図の関係は、下記のとおりです。 
  
 （布基礎の場合） 

 
    （独立基礎・杭基礎の場合） 
 
 
 
 
 

 
                            杭基礎の底盤筋には、フックを設けます。  
 
          Ｇ 鉄筋径と作図記号の関係を示します。記号をクリックすると、 
            次の順で記号を変更することができます。 
 
     
            鉄筋径コンボボックスで、直接文字を入力する事もできます。 
               例） １６φと入力すると、丸鋼表記で出力されます。 
 

鉄筋本数 
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           ダイヤログへの入力と作図の関係は、下記のとおりです。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         Ａ 杭径を入力します。  
               Ｂ 杭タイプを選択します。杭タイプは、下図の１６種類を設定できます。 
               Ｃ 柱芯から、杭芯までの偏心量を入力します。杭芯位置は、下図の黒丸位置 
              となります。 
                         Ｄ 杭間隔を入力します。杭タイプの種類により、入力内容が異なります。 
 
              （杭タイプ） 
 
 
 
 
 
 
 

杭本数・配置
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                          リストに共通な寸法値・レイヤー・カラーを設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             Ｇ  各データを、オプションコマンドインストール時の値に戻します。 
                             初期値は、縮尺１：５０を想定しています。 
                     Ｏ  各図形のレイヤー、カラーを設定します。  
               Ｐ  文字幅、文字の空きは、文字成に対する比で入力します。       
               注）使用するフォントの種類は、現在設定されているものになります。 

属性（１）、（２） 
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           壁リストの作図 
 
 

 
  壁リストを作図します。 
 

 
 

    
              Ａ  最初の作図開始時のみ、タイトル枠を作図するためリスト枠作図ボタンをクリ 
            ックします。すると下のリスト枠作図ダイアログが表示されます。 
          B リスト内容を入力してゆきます。 

必要があれば、レイヤー・カラー等の属性を変更します。 
           Ｃ リスト内容作図ボタンにて、壁リストを作図します。 
 
 
 

 
 
       
 
 
 
 
 
              Ｄ リスト間隔、枠間隔、作図するリスト個数を設定します。 
         Ｅ リスト枠作図ボタンをクリックし、作図を行います。 
           出力される F 位置の補助円が、以後のリスト入力の入力基準点となります 
 

概 要 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 

Ｆ 

ﾘｽﾄ枠作図ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 
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          ダイヤログへの入力と作図の関係は、下記のとおりです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      鉄筋径・ピッチ部分コンボボックス内で直接文字を入力することもできます。 
              例） 鉄筋径部分で、「１０φ」、ピッチ部分で「＠１７５」と入力して作図すると、 
                「１０φ ＠１７５」と作図されます。 
 

リスト内容 
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                           リストに共通な寸法値・レイヤー・カラーを設定します 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          Ａ~Ｃ     タイトル文字、説明文字、記号文字は、幅＝成、文字空き＝固定値です。 
            Ｄ     リスト文字の文字幅、文字空きは、文字成に対する比で入力します。 
                 注）使用するフォントの種類は、現在設定されているものになります。 
            Ｇ     各データを、オプションコマンドインストール時の値に戻します。 
                              初期値は、縮尺１：５０を想定しています。 
                   Ｈ   鉄筋径と作図記号の関係を示します。記号をクリックすると、次の順で 
                記号を変更することができます。 
 
 
            Ｉ   各図形のレイヤー、カラーを設定します。  

属性（１）、（２） 
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           床版リストの作図 

 
 
           床版リストを作図します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              Ａ  最初の作図開始時のみ、タイトル枠を作図するためリスト枠作図ボタンをクリ 
            ックします。すると下のリスト枠作図ダイアログが表示されます。 
          B リスト内容を入力してゆきます。入力部分が緑色に表示されます。 
            緑色表示されているテキストボックスが作図の対象となります。 

必要があれば、レイヤー・カラー等の属性を変更します。 
           Ｃ リスト内容作図ボタンにて、床版リストを作図します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
          Ｄ リスト間隔、枠間隔、作図するリスト個数を設定します。 
         Ｅ リスト枠作図ボタンをクリックし作図を行います。リスト枠作図の後に、 
           説明図が作図されます。出力される枠内の補助円が、以後のリスト入力 
           の入力基準点となります 

概 要 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 

ﾘｽﾄ枠作図ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 



 12

 
 
 
 
 
 
 
           ダイヤログへの入力と作図の関係は、下記の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
          Ａ テキストボックスに記号を設定した後、リスト内容作図ボタンＦをクリックして、 
                        記号を描いてゆきます。その時、記号末尾の文字が作図ごとに連続して変化してゆ 
            きます。  ［ 例） Ｓ１で入力開始  Ｓ２，Ｓ３．．．．と変化 ］ 
          Ｂ テキストボックスに版厚を設定した後、リスト内容作図ボタンＦをクリックして、 
                        版厚を描いてゆきます 
        Ｃ ~Ｄ 描きたい鉄筋径・ピッチをクリックして選択し、リスト内容作図ボタンＦをクリッ 
            クして配筋を描いてゆきます。鉄筋径・ピッチは、対になって作図されます。 
          Ｅ 描きたい特殊文字をクリックして選択し、リスト内容作図ボタンＦをクリックし 
            て、文字を作図してゆきます。 
 
        鉄筋径・ピッチ・特殊文字部分コンボボックス内で直接文字を入力することもできます。 
             例） 鉄筋径部分で、「１０φ」、ピッチ部分で「＠１７５」と入力して作図すると、 
                「１０φ ＠１７５」と作図されます。 

リスト内容 
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                   リストに共通な寸法値・レイヤー・カラーを設定します。 
    
 
 
 

 
 
  
                  Ａ   各図形のレイヤー、カラーを設定します。  
            Ｂ     各データを、オプションコマンドインストール時の値に戻します。 
                              初期値は、縮尺１：５０を想定しています。 
          Ｃ~Ｄ     タイトル文字、説明文字は、幅＝成、文字空き＝固定値です。 
          Ｅ~Ｆ     記号文字、リスト文字の文字幅、文字空きは、文字成に対する比で入力します。 
                 注）使用するフォントの種類は、現在設定されているものになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

属 性 




